
長寿医療研究開発費 ２０２０年度 総括研究報告 

国立長寿医療研究センター・東京都健康長寿医療センターの共同事業による 

高齢者ブレインバンク・バイオリソースセンターの構築並びに老化・認知症 

の病態研究と治療開発に関する研究（20－6） 

主任研究者 村山 繁雄 国立長寿医療研究センター 特任研究員 

研究要旨 

 国立長寿医療研究センター（NCGG）・東京都健康長寿医療センター（TMGHIG）高齢

者ブレインバンク・バイオリソースセンターネットワークを構築し、疫学神経病理に基づく

老化・認知症の病理的背景を全世界発信するとともに、当研究所研究者の要望に臨床・神経

病理学的共同研究者の立場で教育活動を行うとともに、テーラーメードにリソース提供を

行い、NIH Neurobiobank に匹敵する体制を樹立し、国際的流研究成果の実現基盤を提供

する。 

主任研究者 

  村山 繫雄 国立長寿医療研究センター 特任研究員 

分担研究者 

  里  直行 国立長寿医療研究センター 部長 

  尾崎 浩一 国立長寿医療研究センター 部長 

  齊藤 祐子 東京都健康長寿医療センター 研究部長 

  金丸 和富 東京都健康長寿医療センター 部長 

  仁科 裕史 東京都健康長寿医療センター 専門部長 

松原 知康 東京都健康長寿医療センター 医員 

東原 真奈 東京都健康長寿医療センター 医長 

  松川 美穂 東京都健康長寿医療センター 医員 

  小幡 真希 東京都健康長寿医療センター 主査 

  別宮 豪一 大阪大学大学院 特任助教 

Ａ．研究目的 

 老化・認知症の克服のため、アルツハイマー病（AD）・レビー小体型認知症（DLB）・

TDP蓄積を伴う変性型認知症（LATE）・高齢者タウオパチーを主な対象に、神経学的・
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神経心理学的診察、画像（MRI、SPECT/ PET）、バイオマーカー（髄液、血清、血漿）、

apoE遺伝子多型で層別化された、血液・髄液・ゲノムリソースよりなる、ニューロバイ

オバンクを構築する。長期縦断追跡症例を高齢者ブレインバンクに登録することで、付

加価値を持つ死後脳を含む全身リソースとしての高齢者ブレインバンク構築を継続する。 

 

Ｂ．研究方法 

 1. バイオリソース構築 

 TMGHIGでは物忘れ・神経内科・精神科・フレール外来受診変性型認知症・運動障害・

MCI患者に神経学的診察（齊藤・金丸・東原）・神経心理検査（小幡）、MRI VSRAD、

SPECT eZisによるスクリーニング後、長期縦断追跡可能症例をパス入院で、髄液サロゲ

ートバイオマーカー（tau, ptau, Abeta, HVA, 5HIAA）、apoE phenotyping、判断困難

時genotypingを行い、残髄液・血清・血漿・ゲノムを包括研究同意の元リソースとして

構築する（TMGHIG分担研究者全員）。 

 献脳ドナー登録を推進し（小幡・別宮）、本登録を得ることでバイオバンクの品質を高

める。ブレインバンク本登録時、脳・脊髄に加え、末梢自律神経系を、ブレインバンク

ドクター（松原・別宮）が蒐集する。 

オールジャパン稀少疾患デポジトリーとしてBBAR登録を引き受け、TMGHIGブレイ

ンバンクIDを発行管理し、オープンリソースとして運用する。 

2.バイオリソース施設維持 

 超低温槽24台は年間保守契約に入り、二酸化炭素ボンベ、非常電源バックアップを行

い、槽内温度はインターネットメール・電話回線通報システム（松原・？バイオリソー

スセンター技師）・中央監視アラームシステム監視下に置く。10年の保証期間を超えた機

器は入れ換える。 

3.バイオリソースデータベース構築 

 血液・髄液・ゲノム・死後脳・全身リソースは、電子カルテと連携したデータベース

をTMGHIGセンター予算で構築する。臨床情報は金丸・仁科・東原・松川・渋川が、髄

液バイオマーカー情報は金丸が、MRI、PETはそれぞれ研究協力者である德丸阿耶放射

線部長・石井賢二神経画像研究部長が責任を負う。 

 生前同意をBBARデータベースについて、神経病理診断は、Ventana NX20自動免疫染

色装置を用いた国際標準免疫組織学に基づき、ブレインバンクドクターが所見を提出し、

主任研究者、鈴木衣子BBAR特任研究員（ノースカロライナ大学名誉教授、研究協力者）、

インターネットカンファランスを通じ国立精神・神経医療研究センター・大阪大学神経

内科・病理と品質管理を行う。 

4. 長寿バイオバンクリソース提供   

研究者の申請には、外部学術委員（貫名信行・岩坪威博士）による守秘義務下査読承

認を前提とする。申請研究者所属施設倫理委員会承認後、TMGHIG倫理委員会迅速審査
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承認を得る。最適リソースをスカイプカンファランスで選定後、協力研究員を委嘱し共

同研究として行う。NCGGでの活用促進には、里班員が主催し主任研究員が行うNCGG

教育コースを継続する。 

 

（倫理面への配慮） 

 ブレインバンクプロジェクト健康長寿医療センター倫理委員会承認済みである。 

 

 

Ｃ．研究結果 

1. 本年度コロナ禍で、国立感染研究所が剖検においてはプリオン病と同様の対応をと

るように指導した結果、ブレインバンクリソースには影響が出た。健康長寿、阪大と

も年度末に挽回したが、沖縄、広島等は剖検が行えない状況が続いている。 

2. ゲノムバオリソースの構築 

昨年創設された東京都健康長寿イノベーションセンターと共同で、オープンリソー

スとしてのゲノムバンク構築をめざしたが、ゲノム保管施設の問題があり、継続と

なった。 

3. 長寿研研究者との共同研究として、変性型老化の各段階リソースの蛋白化学・ゲノ

ム研究リソース提供、糖尿病の認知症病理への反映の実証研究、ドライマウスの唾

液腺分子病理研究等にリソース提供を行い、下支えを行うことを試みたが、長寿側

の研究者も研究費が終了となったため、唯一糖尿病関連のみ、文部科研の枠組みで

次年度に持ち越し予定である。 

 

Ｄ．考察と結論 

※「Ｄ．考察」、「Ｅ．結論」としても差し支えないこと。 

 国立長寿医療センターの研究のための死後脳及び関連リソースを、健康長寿医療センタ

ーが委託されるかたちをとってきた。高齢者ブレインバンクは、剖検へのレスペクト、国

際的にも一流の神経病理診断能力の維持、生前献脳同意登録に代表される患者側の思いの

受け止めが理念であるが、国立長寿医療研究センター自体、死後脳研究を行う研究者が極

めて少なく、病院側とも理念を共有出来なかったことが、問題と考えられる。 

 健康長寿医療センターは、東京都予算で認知症未来社会プロジェクトをたちあげており、

次年度以降はその枠組みの中で、高齢者ブレインバンクプロジェクトを継続していく予定

である。 

Ｅ．健康危険情報 

 なし。 

※班のすべての健康危険情報について記載すること。このため、分担項目に係る情報で

あっても分担研究報告ではなく、こちらに記載すること。該当がない場合には「な
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し」と記載すること。 
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 Murayama, S.: 2020 annual report of Brain Bank for Aging Research. 2020 Alzheimer 

International Conference, on line, July 26- 30, 2020  

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

   なし。 

 ２．実用新案登録 

   なし。 

 ３．その他 

   なし。 

※予定を含めて記載すること。該当がない場合には「なし」と記載すること。 
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